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　The 　Korean 　f｛）lk　medicine 　
‘’Min 　Gal 　Pi”has　been　used 　orally　to　cure 　cough

，
　arthritis

，
　neuralgia ，

acute 　and 　chronic 　gastritis，　eczema ，　etc ．　 In　order 　to　ldentify　the　botanical　origin 　of 　this　crude

drug
，　comparative 　anatomical 　studies 　were 　made 　on 　the　branches　of 、4canthopanax 　species　grow −

ing　wi 星d　in　Korea 　and 　neighbouring 　countries ，’．e．　A ．　cん’isanensis，！d．　koreanu 〃 7，．4．　senticosus ，
オ．senticosus 　forma　iner〃τis．　A ．se ∬ ’ltY70i・

us ，　A ．divaricat〃s 　and 　A 、sieboldianuni ．
　 It　was 　shown 　that

“Mn 　Gal　Pi”was 　derived　from　the　branches　o『月．　sentieo 跚 恥 rma 　inermis．

　Keywords− Acanthopanax 　seni ’cosus 　f（）rma 　ine厂mis ；Min 　Gal　Pi；branch；Araliaceae；Acan．
thopanax ；KQrean 　fb［k　medicine ；botanica旦origin ；anatomica 】study

　「Min 　 Gal　 Pi」は 韓国の 代表的 な 民間薬 で ，主 と し て 南部 を 中心 に ，咳嗽，神経痛，関節炎 ， 急性 ・慢性 の 胃腸

病，湿 疹 な どの 治療 に 繁用 され て い る
2 ）．そ の 基源は

一
般 に Acanthop α nax 属 植 物の 枝 で あ る と され て い る

3）
が い ま

だ 原植物が解明 され て い な い ．韓国産 Aeanthopanax 属植物に e’it　A ．　chiisanensis チ イサ ソ ウ コ ギ を始め ．　 A ．　koreanum

タ ン ナ ウ コ ギ，A．　sentiCOSUS エ ゾ ウ コ ギ，　 A・　sentiCOSUS 　forma　inermis トゲ ナ シ エ ゾ ウ コ ギ ，孟．爬 ∬ ∫’耀 or 鰐 マ ン シ

＝ウ ウ コ ギ な ど，形態の 類似す る もの が多く，市場品の 原植物 は 混乱 し て い る もの と思わ れた．今回 市場調査を行 っ

た とこ ろ ， 「Min 　Gal　Pi」 は Acanthopanax属植物 の 枝 に 由来す る もの と思 わ れ ， す べ て が直径 4〜6mm の 小枝で

あ っ た．そ こ で こ の もの の 基源を 明 らか に す る 口的 で ，朝鮮半島に 分布す る と さ れ る Acanthoρanax 属植物 8 種の う

ち
4），韓国産の 上 記 4種 1品種 （A ・senticosus に つ い て は 中国 お よ び 日本産 の もの を 加 え た）お よ び 日本 産 の A ，

divaricatusヶ ヤ マ ゥ コ ギ ， ん 漉 加 1伽 砌 〃2 ヒ メ ゥ コ ギ 5）
の ，直径 4〜10mm の 枝を 入 手 し て 検討 し た と こ ろ，そ れ ら

は 肉 眼 的に 種 の 鑑別 が 困難 で あ っ た た め ，こ れ らを 比較組織学 的 に 検討 した．

実　験　の　部

　1．　 実験材料

　1．　 比較植物

　韓国産 の 材料 は 釜 山 大学校薬学大学薬用植物学教室． 日本産 お よ び 中国 産 の もの は富山 医科薬科大学和漢薬研究所

民 族薬物資料館 〔TMPW 〕の 所蔵標本 ．な お．採集者 の 名前 の 後 に実験 に 用 い た 標本 の 番号を記 した．それぞれ の 番

号 の 標 本 は 別 の 個 体 か ら得た もの で あ る．

　i）Acanthopanax 　chiisanensis ．　NAKAI チ イサ ソ ウ コ ギ ： （韓国）慶尚南道智異 山，　 J．　H ．　Park 　 1001−1009； 慶尚

北道 八 公 山，J．　H ．　Park　 IOIO−1014．

　ii） A ．　koreanum 　NAKAI タ ン ナ ウ コ ギ ： （韓国）済州道漢拏山，　 J．　H ．　Park 　 1020−1030．
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　 hi） A ．
　
senticosus （RuPR ．　et　MAxlM ．）HARMs エ ゾウ コ ギ ： （韓国）慶尚南道智異 山．　J．　H ．　Park 工031−1〔nO ；

（中国）吉林省長白山，T．　Namba 　et 　at．1085，1086； （日本）北海道足寄町，　T．　Yamagishi 　 s，　n ．〔TMPW 　10912〕，

　 i・ ）A・　senti … us （RuPR ・　et　MAxIM ・）HARMS 　f・・m ・ inermis　HARMs 　 l・・i」・
’
ナ シ エ ゾ ウ ・ ギ ・ （韓国）慶尚北道

八 公 IJJ，　 J，　H ．　Park 　lO41−1050．

　 v ） A．3θ∬ ’1那 o加 3 （RuPR ．　et　MAxlM ．）SEEM マ ン シ ュ ウ ウ コ ギ ： （韓国）慶尚南道智異山，　 J．　H ，　Park　 1051−

1060； 慶尚南道 迦智山，J．　H ．　Park 　1061−1065．

　 vi ） A・divα ricatus （SIEB ．　et 　ZuCC ・）SEEM ケ ヤ マ ウ コ ギ ： （日本）岐阜県，　 K ．　Endo　s．　n ．； 富 lLl県高岡市伏木新

町 ，
M ・　Murata　s，　n．　i 同 ， 上新川郡大沢野 町 楡原，　 K 、　Sakamoto　s．　n．

　 vii ） A．　sieboldianum 　MAKINo ヒ メ ウ コ ギ ： （日 本 ）福島県釈迦堂川河 岸，　 K ．　Yasuda 　 s，　n ，； 山形県米沢市館 山，
Y ・Watanabe 　s．・11．； 愛媛県西条市 石 鎚山，　 M ．　Nakano 　 s．　n ．

　 2． 市場品 「Min 　Gal　Pi」 （No ，は 釜 山大 学 校 薬 学大学薬用植物学教室所蔵生薬標木 の 整理番号）

　 韓国，釜山，オ シ ゲ 市場 （19S6年 7 月 ，　No ．15）； 同 ， 大橋洞大 橋人 参家 （1986年 6月 ，
　No ．16）； 同 ， ク ポ 市場

（1987年 7 月，No．17）； 大邱，三 成 薬業社 （1987年 6 月，　 No．18） か らの 入 手 品．

　 II．枝の一
般的形態

　外部形態 ： 枝 の 表面は 灰白色〜淡褐色 で ，褐色 は ま た は 黒 色の 塊 状 を なす 皮 目が と こ ろ ど こ ろ に 認め られ ，そ の 部

位 は や や隆起す る，長 さ 3〜10mm の 刺が あ る 種 と な い 種が あ る．皮 目お よび 刺 の 出現頻度 を TABLE 　I に 示 す．

　内部形態
6）

： 最外層 は コ ル ク屠 で ，
コ ル ク細胞 は接線方向に 長 い 長方形，細胞の 層数 と大 きさ に 種間差 が あ る ， コ

ル ク 形成層 は 1 〜3 細胞 層．皮 目は 円 形〜長円形 の 添充細胞か らな り，細胞間げきに 富む，皮層は 5 〜10細胞層 ， 長

円形〜楕円形 の 薄膜の 柔細胞か らな り，
コ ル ク形成層の 白：下 で は や や 厚角化す る もの もあ る ．皮層 の 柔細胞は しば し

ば褐色の タ ン ニ ン 様物質を含有 し，こ の もの は 塩化第二 鉄試液で 藍黒色 ， 1％ オ ス ミ ウ ム 酸水 溶 液 で 黒 色 ，10％ 水 酸

化 カ リ ウ ム 水 溶液 で 黄褐色 を呈 す る
7）．内皮 は 認 め られ な い ．師部の 外側 に 繊維群 （pericyclic　fibers）s）

が存在 し，弧

状を呈す る．繊維 は 1次壁 が 著 し く木化 し，長 さ は 800〜1，600μm ．繊維 の 径 お よ び 工繊維群中の 数が種 に よ りや や

異 な る．師部 は 放射組織が 明瞭 で ，通常 1 〜2 細胞 列 ，まれ に 3 〜4 細胞列か ら な る ．離 生分 泌 道 が 皮層 の 内層お よ

び 師部中に 不規則 に 散在 し て 認 め られ，繊維群 の 周辺 に 位置す る もの が 大型 で ， そ の 内側 に あ る もの は や や 小型．分

泌道 は 類円形 また は接線方向 に 長 い 楕円 形〜
長 円 形 で ， 1〜2 層の 薄膜性 の 分泌細胞 6 〜20 個 に 囲 まれ，褐色の 樹脂

様物質 を含有す る，分 泌 道 の 数 は 種 に よ り異 な り，こ こ で は 接線方向 1mm 幅 の 皮 層 お よび 師 部 中 に 認 め ら れ る 数

（分泌道指数 と称す る）で 表す
9）．形成層は 明瞭 で 通常 3〜5細胞層，まれ に 5〜8細胞層．木部 は道管 ， 木部繊維 ，

代用繊維，木部柔細胞 か ら な る． 二 次木部 の 道管 は お もに 単せ ん 孔 の 孔紋道管お よび 網 紋 道管 で，大 きさに 種間 差が

あ る，木部繊維 は 径 5〜15 μm ，長 さ 400〜650 μm 、木部柔細 胞 は 少 な い ，木 部 放 射 組 織 は 1〜 3 細 胞 列 ，まれ に 5

細胞列 の 厚膜木化す る細胞 か らな り， 接線縦断面 で は放射組織 は 細長 い レ ン ズ 形 で，2 〜40個 の 平伏細胞 と両 端各 1

個の 直立細胞 か らな る．まれ に直立 細胞 2個 の み か らなる こ とが ある ，髄は わ ず か に 木化す る類 円 形〜長円形 の 柔細

胞 か らな り，A ．　koreanum ，　 A ．　senticosus 　form 乱 inermis お よ び A ．　divaricatus で は木 部 に 近 い 部 位 に ，師 部 の もの

と同 様 の 離 生 分 泌 道 が 認 め られ る．細胞 内 含有物 と し て 皮 層 と髄の 柔組織，木部放射組織 お よび 代用繊維 中 に 径 10

μm 以 下 の 円形 ま た は 卵形 の 単で ん ぷ ん粒 が 認 め られ る．ま た シ 」、ウ酸 カ ル シ ウ ム の 集晶お よ び 単晶が存在 し，集晶

は 皮 層 お よび 髄 の 柔細胞中 ， 単晶は と くに 皮層お よ び 師部 の 分泌 道桐 辺 の 柔細胞，木部放射組織の 直立 細胞 お よび髄

の 柔細胞中に 認 め られ る ．皮層に 油状物質が 散在す る．

　 III．各種 の 内部形態

　 i）　Acanthepanax 　 chiisanensis 　（Fig，2−A ）

　 コ ル ク層 は 10〜15細胞 層，師部の 外側 の 繊維群 は 1群 が 11〜30個 の 繊維 か らなる ．皮層 お よ び 師部 の 分泌 道 は 比

較植物中最 も小型 で ，類 II形 を 呈 し，径 30〜50 μm ．分泌道指数 は 9 〜12．髄中に 分泌 道 が な い ．道 管 は 径 20〜45

μm 集晶が 多数認め られ ，径 は 10〜50 μm
， 単品 は 長 さ 10〜30 μm ．

　ii） A．korean”m 　（Fig，2−B）

　 コ ル ク 層は 5 〜 8 細胞層で ， コ ル ク 細胞は接線方向径 20〜60 μm ，繊維 が 大型 で ，径 は 15〜50 μm ，8〜40 個 が 集

ま っ て 1繊維 群 を形 成 す る．分 泌 道は 長円形〜類円形 を呈 し ， 皮 層 の 最内部の もの が 大型 で 径 100〜130’」m ，師部中

の もの は 小型 で 径 25〜35 μm 道管は 径 20〜70 μm ．髄 の 柔細胞 も大 型 で 径 60〜320μ m ．髄中に 分 泌 道が 認 め られ，

類円形 で 径 40〜70 μm ，単独 に 散在す る ．

（工97）
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　　　　This　Species

A1，2 ：The 　transection 　ofthe 　branch，　showing 　cork 　layer
，
　cortex 　and 　phloem （1），

and 　 xylem 　and 　pith （2）．　 B ； Thc 　tangential 　s¢ ction　of　the　xylem ，　showing

meduHary 　 ray 　 and 　wood 行ber，　 C1，2 ； IsGlated　 elements （1； pitted　vessel　of

secondary 　xylem ，2： spiral 　vessel 　ofprimary 　xylen1 ）．

　iii）A ・　senticos πs （Fig．2−C ）

　繊維群は 工群あ た り 30〜150個の 繊維 か らな り，比較植物中最 も多 い ．皮層お よび 師部 の 分泌道 は長 円形〜楕円形

で ，径 40〜70μm 分泌 道 指数は 5 〜9 ，髄中 に 分泌道が な い ．髄 の 柔細胞 は 径 30〜170μm ・

　iv）A ．　senticosus 　forma　inermis （Fig．1）

　 1繊維群中 の 繊維 の 数 は 30〜65 個．分泌道 は 楕円形〜長楕円 形 で，繊維群に隣接す る もの が と くに大 き
F
く径 70〜

90μm ，その 他 の もの は 径 40〜60μm 分 泌 道 指数 は 8〜11．髄 の 柔細胞 が 比較植物中最 も小型 で 径 25〜100μm ．髄

中 に 分 泌 道 が 存 在 し，類 冂形 で 径 50〜100 μm ，単独 ま た は 2 個が 隣接 し て 認め られ る．

　 v ）A ．sessilijYorus （Fig．2−D ）

　 コ ル ク 層が多層で J 皮層お よび 師部 に 分泌道が 多 く認 め られ，師部 の 外側 の 繊維が小型 で あ る こ とが特徴で ある．
コ ル ク 層は 10〜25細胞 1曽， 分泌道指数は ユ2〜16， 繊維は 径 10〜20μm ．髄中に 分泌道がな い ，

　 vi ） A．　divaricatπs （Fig．2−E）

　コ ル ク層 は 5 〜工0細 胞 層． 1繊 維 群 あ た りの 繊 維 の 数は 20〜85個．道管が 比較植物中最も小型 で ， 径 15〜45μm ，

髄中に も分泌 道が あ り，類円形 で 径 30〜60 μm ．

（198 ）
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　vii） A ．　siebeldianum （Fig．2−F）

　 コ ル ク層 は 5 〜8 細胞層，分泌道 は 繊維群 に 隣接 す る もの が 大 型 で 径 50〜70 μm ，そ の 他 の もの は 径 30〜50μm ．

分泌道指数 は 6 〜9．髄中 に 分泌道がな い ，

　Iv．　 rMin　Ga 且 Pi」 の形状 と原植物 （Fig．　3）

　市場品 は 径 4〜6mm の 枝の 乾燥品で
， 長 さ 15〜25　cm に 切断 さ れ て い る．表面は 灰白 色 で ，暗褐 色〜黒 色 の 皮 目

が 斑紋状 に 認め られ る ．小 冂 は 木部 が淡黄褐色〜
淡褐色 を 呈 し，とこ ろ ど こ ろ に葉跡が認め られ る．刺 は ない ．枝 は

軽質で 曲げる と 容易 に 折れ る、芳香 が あ り，味 は 苦い ．

　本市場品の 内部形態は Acanthopanax　senticosus 　forma 　inermis に 完全 に 合致 し た．

結論お よ び考察

　1． 今回比較剖 検 した Acanthopanax属植物 6 種 1 品種 の 枝 は ，コ ル ク層 の 層数 と コ ル ク細胞 の 径，1繊維群中 の

繊維 の 数，繊維の 径 ，皮 層お よび 師部 中 の 分 泌 道 の 径 と数 （分 泌 道 指 数 ），道 管 の 径，髄中の 分 泌 道 の 有無 とそ の 径お

よび 柔細胞 の 径 な ど の 内部形態的特徴に よ りそ れ ぞ れ の 種を 区 別す る こ とが1r∫能で あ っ た．な お，外 部形 態 の 情 報

（刺お よび皮 目の 有無 と量 ） も加 え る と よ り区別 が 容易 に な る （TABLE 　I）．

　2． 韓 国民間 薬 「Min 　Gal　 Pi：i を そ の 基源 と思わ れ る Acanthopanax 属植物 の 枝 と比較組織学的 に 検討 した 結果，

原植物 は A ．　senticosus 　 forma 　 inermis で あ る こ とを確証 し た ．なお ，商品形態 と し て は 径 4〜6　mm の 小枝で あっ

た，

　3． 内部形態の 類似性 が 予想 され た A ．　senticosus と品種の A ．　senticosus 　forma 　inermis は ， 枝の 横切面に お い て ，

1繊維 群 中 の 繊 維 の 数，皮 層お よ び 師部中 の 分泌道の 数，髄中の 分泌道の 有無 な どに よ り明確に 区別 され た．今回 明

らか に な っ た違 い は 個体差 の 可 能性 も考え られ ，今後材料 を 増や し て 確認す る と と もに ， 植物分類学的に 再検討 す る

必要 が あ る．

　 4．　 本属植物 の 根皮に 由来す る 漢薬 に 「五 加皮」があ り，
“

神農本草経
”

！ω
の 上品 収載 品 で ，中国で は 古 くか ら利湿，

強壮 ，鎮痛 薬 と し て ，リ ウ マ チ ，神経痛，体力消耗，水 腫，脚気な どの 治療に 用 い られて きた
1「）。朝鮮半島で は 主 と

して A ・sessiliflorUS の 樹皮
12）

ま た は根皮
L3 ）

が 「五 加 皮 」 と して 使用 さ れ て い るが ，1942年に 出版さ れ た
“
北 支那 の

薬草
”14）

に は，当時の 五 加 の 薬材が同種 の 小枝の 皮 で あ っ た と記 され て い る
15）．五 加皮 の 効能 お よ び 小枝 の 皮 の 使用

は 今回検討 した韓国民間薬 「Min 　 Gal　 Pi」 に 共通す る点がある こ と か ら，漢薬 と韓国 民間薬 の 関連性が うか が わ れ

る、な お，今回検討した 「Min 　Gal 　 Pi」は すべ て A．　senticosus 　forma　inermisの 小枝 で あ っ た が，　 A．　sessiliflortiS 　V＝

由来す る もの も使用 され て い る 可 能性 が 考 え られ る ．

　5・ A ・　senticosus は 中国に お い て ，「五 加 皮」の 原植物の 1種 と して ぼか りで な く
1fi）

， 「刺 五 加」 の 原植物 と して 知

られ て い る．こ の 生薬 は 同種 の 根 お よ び 根茎 に 由来す る と され，強壮，健胃，補腎，鎮静薬 と し て ， 体力消耗，食欲

不 振．腰 膝 の 痛 み な ど に 応 用 され る
11 ），と くに 東北地 方 で 主 産 され る 漢薬 で あ る．近年出版 され た

“
中国刺五 加 研

究
”17）

に よ れぽ，刺五 加 の 成 分 で あ る 7−hydroxy −6，　8−dimethoxycournarin （isofraxidin）に 明 らか な鎮静作 用 が 認 め

られ，また こ の 含量 は ，A．　senticosus の 根 お よ び 根茎 と茎 が 同様 で あ っ た と報告 されて い る．刺五 加 に は lsofraxidin

の 配糖 体 （eleutheroside −B1）を女台め ， 数種 の リ グ ナ ン 配糖体が 報告さ れ
18）

， ま た 薬理 的 に も人参 と同様 の 作用が 報告

され て い る
星6 ）．A ・sentieosus 　 forma　 inermis に も同様の 成分 お よび薬理 作用が期待で き， 今後研究 が進 め ば 「Min

Gal　Pi」 の 薬効上 の 裏付けが可 能 とな るだ ろ う．な お，日本 に お い て も，北海道 で A ．　 senticosus の 根お よ び 根の エ

キ ス が 強壮薬な ど と し て 用い ら2Ll9），また 近年 「エ ゾ ウ コ ギ」， 「エ ロ ウ ト 卩 コ
ッ カ ス 」などと称 し て健康食品 として

用 い られ て い る ，

　Alls 重 of 　abbreviat 重ons ： c； cambium ，　ca ： clustered 　 crystal ，　cs ： solitary 　 crysta1
，
　f： fiber，　fb： fiber　burld工e，

1d： cork 　layer，　mph ： phloem 　medullary 　 ray
，
　mxy ： xylem 　medullary 　ray ，　s： sieve 　tube，　sca ： secretory 　canal ，

sec ： secretory 　 ce11 ，　sta ； starch 　grain，▼： vessel ，　wf ： wood 員ber，　x ： xylem ，
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